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現
在
、
喜
界
島
に
産
婦
人
科
は

な
い
。
二
年
ほ
ど
前
に
名
瀬
市
の

民
間
の
産
婦
人
科
が
廃
院
と
な

り
、
今
年
九
月
に
は
名
瀬
徳
洲
会

病
院
も
産
婦
人
科
を
一
時
休
止
と

し
た
。
現
在
、
産
婦
人
科
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
は
県
立
大
島
病
院

だ
け
。

　

そ
の
た
め
十
月
以
降
、
出
産
入

院
が
県
立
大
島
病
院
に
集
中
。
結

果
、
大
幅
な
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
が

生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
県
立

病
院
で
は
、
喜
界
島
か
ら
の
出
産

の
場
合
、
離
島
の
交
通
事
情
や
妊

婦
の
移
動
の
負
担
軽
減
、
母
体
の

安
全
へ
の
配
慮
か
ら
、
出
産
前
の

入
院
に
最
大
限
配
慮
し
て
き
た
。

し
か
し
現
在
は
、
緊
急
時
を
除

き
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ホ
テ
ル
を
利
用
、
ま
た
は
親
戚

を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
立
大
島
病
院
の
現
在
の
産
婦

人
科
医
師
数
は
三
人
。
通
常
の
妊

婦
健
診
に
出
産
が
重
な
る
と
と
て

も
対
応
で
き
ず
、
手
い
っ
ぱ
い
と

い
っ
た
状
況
だ
。
県
立
病
院
総
務

課
は
「
こ
れ
ま
で
の
二
倍
の
忙
し

さ
に
な
っ
た
」。
診
察
を
受
け
る

妊
婦
も
「
以
前
よ
り
診
察
時
間
も

短
く
、
慌
た
だ
し
い
」
と
話
す
。

保
健
師
は
「
名
瀬
市
内
に
産
婦
人

科
医
（
他
科
開
業
）
が
い
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
妊
娠
初
期
・
中
期

の
健
診
は
開
業
医
、
後
期
・
分
娩

は
県
病
院
と
連
携
を
と
り
、
役
割

分
担
し
て
も
ら
え
れ
ば
妊
婦
も
相

談
事
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
も
ら

え
る
」と
医
師
の
協
力
を
訴
え
る
。

　

喜
界
町
の
年
間
出
生
数
は
近
年

六
、
七
十
人
。
今
年
は
、
こ
れ
ま

で
に
四
十
二
人
が
母
子
手
帳
を
受

け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
来
年

春
ま
で
の
出
産
予
定
の
妊
婦
は
三

十
八
人
。
来
月
出
産
予
定
の
女
性

は
、「
助
産
婦
か
ら
、『
な
に
か
あ

る
と
い
け
な
い
か
ら
、
出
産
予
定

日
の
三
週
間
前
に
は
本
島
に
い
て

ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
、
ウ
イ
ー
ク

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
予
約
し
た
。

出
産
経
験
が
あ
れ
ば
ま
だ
い
い

が
、
初
産
で
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
ず
不
安
。
す
ぐ
相
談
、
対
応
で

き
る
病
院
の
ほ
う
が
い
い
の
で
す

が
…
」
と
、
心
配
な
様
子
で
話
す
。

身
重
な
体
で
の
一
人
暮
ら
し
、
妊

婦
の
精
神
的
負
担
は
大
き
い
。

　

先
月
、
県
病
院
で
出
産
し
た
和

田
征
美
さ
ん
（
湾
）
は
「
定
期
健

診
で
急
に
入
院
で
き
な
い
と
言
わ

れ
、
あ
わ
て
て
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
を
探
し
た
。
十
二
日
間

滞
在
し
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
、
自

分
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
荷
物
を

ま
と
め
病
院
に
向
か
っ
た
」
と
い

う
。

　

金
銭
的
な
負
担
も
増
え
る
。
通

常
、
初
診
か
ら
出
産
ま
で
に
十
回

程
度
、
名
瀬
市
に
通
院
す
る
。
船

で
往
復
し
て
も
七
千
円
。
医
療

費
、
食
事
代
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

料
金
な
ど
を
含
め
る
と
、
一
回
約

一
万
五
千
円
の
出
費
。
飛
行
機
を

利
用
す
る
と
二
万
円
を
超
え
る
こ

と
も
。
そ
の
う
え
、
臨
月
か
ら
出

産
間
際
ま
で
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
に
滞
在
し
た
場
合
、
安
く

て
一
週
間
一
万
八
千
円
程
度
。
部

屋
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
三
万
円

を
超
す
。

　

小
児
科
、
産
婦
人
科
の
医
師
不

足
は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
朝
日
新
聞
（
十
一
月
四
日
掲

載
）
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
四
十
二
都
道
府
県

が
「
医
師
確
保
が
難
し
い
」
と
回

答
。
医
師
が
偏
在
し
、
特
定
の
診

療
科
や
地
方
で
医
師
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
特
に
小
児
科
、
産

科
、
麻
酔
科
の
不
足
が
多
く
あ
げ

ら
れ
た
。

　

名
瀬
市
の
病
院
関
係
者
は
「
小

児
科
や
産
婦
人
科
は
い
つ
コ
ー
ル

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
二
十
四
時

間
態
勢
。
だ
か
ら
希
望
者
も
少
な

い
」。
ま
た
、
近
年
出
産
に
関
す

る
訴
訟
問
題
が
全
国
各
地
で
起
き

て
お
り
、「
リ
ス
ク
が
高
い
。
そ

れ
も
小
児
科
、
産
婦
人
科
を
敬
遠

す
る
一
因
」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
状
況
に
県
立
大
島
病
院
も

医
師
の
増
員
を
本
課
に
要
望
。

「
十
二
月
か
ら
一
人
増
え
、
四
人

体
制
に
な
る
」
と
、
現
状
改
善
に

一
歩
踏
み
出
し
た
。
名
瀬
徳
洲
会

病
院
は
「
十
一
月
か
ら
産
婦
人
科

の
医
師
を
常
駐
、
診
察
を
始
め

た
。
分
娩
に
つ
い
て
も
来
年
三
月

か
ら
再
開
で
き
る
見
通
し
だ
」
と

い
う
。

　

現
代
で
は
、
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
求
め

る
の
は
当
然
の
こ
と
。
老
人
福
祉

に
比
べ
児
童
福
祉
は
遅
れ
気
味
の

日
本
だ
が
、
子
ど
も
が
い
な
け
れ

ば
奄
美
、
日
本
の
未
来
は
な
い
。

合
計
特
殊
出
生
率
日
本
一
の
奄
美

に
と
っ
て
子
は
「
宝
」。
そ
の
「
宝

物
」
を
産
み
育
て
る
環
境
整
備
は

ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
。

　● 奄美の産婦人科の現状リポート　● 

廃院・休止でベッド数不足
～妊婦の精神的・経済的負担増える～

　

大
島
本
島
の
産
婦
人
科
医
院
の
廃
院
・
休
止
が
相
次
ぎ
、
産
婦
人
科

ベ
ッ
ド
数
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
出
産
ま
で
入
院
が

で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
ホ
テ
ル
や
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
利
用

す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
。
特
に
初
産
の
妊
婦
か
ら
「
不
安
」
の
声
が
聞
か

れ
、
精
神
的
負
担
は
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
離
島
か
ら
の
出
産
入
院
に
最

大
限
配
慮
し
て
き
た
県
立
大
島
病
院
も
医
師
数
、
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
か

ら
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
産
婦
人
科
の
現
状
を
追
っ
た
。
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第
二
十
八
回
中
学
校
英
語
暗

唱
・
国
語
弁
論
大
会
（
喜
界
町
教

育
委
員
会
・
喜
界
町
国
語
英
語
部

会
主
催
）
が
十
月
二
十
八
日
、
第

一
中
学
校
で
あ
り
、
国
語
弁
論
の

部
で
早
町
中
学
校
二
年
の
河
村
優

志
く
ん
、
英
語
暗
唱
の
部
で
同
じ

く
早
町
中
学
校
三
年
の
福
島
青
空

さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

国
語
弁
論
の
部
に
は
各
中
学
校

か
ら
二
人
ず
つ
の
六
人
が
登
壇
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
訴
え
た
。
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
河
村
く
ん
は

「
前
向
き
に
生
き
る
」と
題
し
て
、

弁
論
。
身
長
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に

悩
ん
で
い
た
自
分
を
変
え
て
く
れ

た
一
冊
の
本
を
紹
介
し
な
が
ら
身

長
の
低
さ
を
言
い
訳
に
、
で
き
な

く
て
当
た
り
前
と
甘

え
て
い
た
自
分
自
身

の
弱
さ
を
反
省
し
、

「
前
向
き
に
自
信
を

持
っ
て
、
あ
き
ら
め

ず
、
毎
日
楽
し
く
生

き
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
訴
え
、
栄
冠

に
輝
い
た
。

　

英
語
暗
唱
の
部
に

も
各
中
学
校
か
ら
二

人
の
六
人
が
登
壇
し

た
。
課
題
文
は
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
に

つ
い
て
の
「W
ith
love
and
w
ith

joy

（
愛
と
喜
び
を
も
っ
て
）」。
抜

群
の
技
術
（
発
音
・
ア
ク
セ
ン
ト
）

と
表
現
力
で
福
島
さ
ん
が
栄
冠
を

手
に
し
た
。
早
町
中
学
校
は
英
語

暗
唱
の
部
で
は
、
三
年
連
続
の
最

優
秀
賞
受
賞
と
な
る
。

　

二
人
は
十
二
月
十
五
日
に
瀬
戸

内
町
古
仁
屋
中
学
校
で
行
わ
れ
る

大
島
地
区
大
会
に
出
場
す
る
。

【
国
語
弁
論
の
部
】

◇
森
卓
人
（
第
一
中
学
校
）「
祖

父
か
ら
の
言
葉
」◇
前
島
美
香（
第

二
中
学
校
）「
感
謝
の
思
い
を
、
母

へ
」
◇
岩
下
幸
愛
（
第
一
中
学
校
）

「
心
か
ら
の
『
あ
り
が
と
う
』」

◇
伊
集
院
恵
（
第
二
中
学
校
）「
百

円
の
価
値
を
変
え
る
に
は
」
◇
栄

田
稔
樹
（
早
町
中
学
校
）「
ご
ま

生
産
農
家
の
一
人
と
し
て
」

【
英
語
暗
唱
の
部
】

巴
亜
沙
美
（
第
一
中
学
校
）・
原

田
穂
奈
美
（
第
二
中
学
校
）・
梶

原
千
穂
（
第
一
中
学
校
）・
繁
田

考
祝
（
早
町
中
学
校
）・
郷
里
美

（
第
二
中
学
校
）

（　

月　

日
）

１０

１４

◇
５
年
男
子

【
１
０
０
ｍ
走
】①
富
田
理
貴（
上

嘉
鉄
小
）・
三
浦
大
輝　

秒
２
（
湾

１６

小
）
③
前
底
勇
輝　

秒
５
（
湾
小
）

１６

【
走
り
幅
跳
び
】
①
向
井
直
哉
３

２
３
㎝
（
湾
小
）
②
原
田
健
史
３

１
２
㎝
（
湾
小
）
③
米
盛
幸
汰
３

１
０
㎝（
早
町
小
）【
走
り
高
跳
び
】

①
三
浦
大
輝
１
１
５
㎝
（
湾
小
）

②
長
島
翔
１
１
０
㎝
（
湾
小
）
③

東
園
千
里
（
上
嘉
鉄
小
）・
岩
松

祐
真
１
１
０
㎝
（
坂
嶺
小
）【
４
０

０
ｍ
リ
レ
ー
】
①
湾
小
１
分
５
秒

２
（
三
浦
大
輝
・
前
底
勇
輝
・
築

功
規
・
向
井
直
哉
）
②
上
嘉
鉄
小

１
分
８
秒
２
（
東
園
千
里
・
岩
大

�
・
藤
啓
伍
・
富
田
理
貴
）
③
湾

小
１
分
８
秒
６
（
長
島
翔
・
来
龍

平
・
富
友
亮
・
秋
田
拓
己
）

◇
５
年
女
子

【
１
０
０
ｍ
走
】
①
浦
口
友
華　
１６

秒
７
（
湾
小
）
②
濱
川
幸
美　

秒
１７

１
（
上
嘉
鉄
小
）
③
平
奈
々
美　
１７

秒
３
（
湾
小
）【
走
り
幅
跳
び
】

①
北
村
祈
美
３
３
０
㎝
（
湾
小
）

②
増
田
早
矢
加
３
０
９
㎝
（
小
野

津
小
）③
岡
本
夢
実
２
９
９
㎝（
湾

小
）【
走
り
高
跳
び
】
①
安
岡
奈

美
（
湾
小
）・
上
間
裕
菜
１
０
５

㎝
（
坂
嶺
小
）
③
生
田
千
秋
１
０

５
�
（
上
嘉
鉄
小
）【
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
】①
湾
小
１
分
７
秒
２（
浦

口
友
華
・
安
岡
奈
美
・
平
奈
々
美
・

竹
下
淳
子
）
②
湾
小
１
分　

秒
０

１０

（
岡
本
夢
実
・
盛
崎
智
葉
耶
・
梶

原
麻
衣
・
東
崎
夏
季
）
③
上
嘉
鉄

小
１
分　

秒
５
（
生
田
千
秋
・
寿

１１

め
ぐ
み
・
比
志
島
あ
ゆ
み
・
濱
川

幸
美
）

◇
６
年
男
子

【
１
０
０
ｍ
走
】
①
松
元
翔
太　
１５

秒
５
（
湾
小
）
②
龍
田
翔　

秒
０

１６

（
湾
小
）
③
渡
秀
人　

秒
１
（
湾

１６

小
）【
走
り
幅
跳
び
】
①
渡
秀
人

３
４
０
㎝
（
湾
小
）
②
林
田
浩
明

３
２
７
㎝
（
荒
木
小
）
③
朝
原
匠

３
２
３
㎝（
湾
小
）【
走
り
高
跳
び
】

①
岡
佑
樹
１
２
５
㎝（
小
野
津
小
）

②
久
永
健
斗
１
２
０
㎝
（
湾
小
）

③
龍
田
翔
１
２
０
㎝
（
湾
小
）【　
６０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
】
①
松
元
翔
太　

秒
１０

３
（
湾
小
）
②
深
水
拓
哉　

秒
５

１１

（
湾
小
）
③
撰
靖
志　

秒
６
（
湾

１１

小
）【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】
①
湾

小
１
分
３
秒
０
（
龍
田
翔
・
村
上

健
太
・
渡
秀
人
・
松
元
翔
太
）
②

湾
小
１
分
５
秒
７
（
正
木
勇
太
・

撰
靖
志
・
久
永
健
斗
・
黒
田
伸
）

③
早
町
小
１
分　

秒
７
（
平
田
聖

１１

貴
・
新
島
大
輝
・
栄
田
智
志
・
若

松
雄
）

◇
６
年
女
子

【
１
０
０
ｍ
走
】
①
松
村
清
来　
１５

秒
９
（
湾
小
）
②
三
田
美
志
保　
１６

秒
８
（
志
戸
桶
小
）
③
生
島
小
梅

（
上
嘉
鉄
小
）・
住
岡
尚
美（
湾
小
）

　

秒
９
【
走
り
幅
跳
び
】
①
園
田

１６樹
子
３
４
０
㎝
（
湾
小
）
②
三
田

美
志
保
３
２
６
㎝
（
志
戸
桶
小
）

③
幸
可
菜
恵
３
２
１
㎝
（
湾
小
）

【
走
り
高
跳
び
】
①
岡
本
直
子
１

１
０
㎝
（
湾
小
）
②
加
島
成
子（
志

戸
桶
小
）・
木
下
雅
（
荒
木
小
）

１
０
５
㎝
【　

ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
】

６０

①
松
村
清
来　

秒
５
（
湾
小
）
②

１１

幸
可
菜
恵　

秒
７
（
湾
小
）
③
大

１１

山
み
か
（
湾
小
）・
酒
井
美
希
（
湾

小
）　

秒
８
【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

１１

①
湾
小
１
分
５
秒
６（
松
村
清
来
・

重
村
星
・
幸
可
菜
恵
・
園
田
樹
子
）

②
湾
小
１
分
７
秒
８（
岡
本
直
子
・

住
岡
尚
美
・
武
藤
か
な
え
・
栄
菜
々

子
）③
志
戸
桶
小
１
分　

秒
８（
加

１０

島
成
子
・
山
本
千
里
・
西
野
亜
紀
・

三
田
美
志
保
）

◇
長
縄
跳
び

①
湾
小
学
校
５
年
Ａ
１
０
３
回
②

坂
嶺
小
学
校
１
０
２
回
③
湾
小
学

校
５
年
Ｄ　

回
９５

早
町
中
が
Ｗ
受
賞　
　

第　

回
中
学
校
英
語
暗
唱
・
国
語
弁
論
大
会

２８

河村優志くん（国語弁論）
福島青空さん（英語暗唱）

左から須磨里美先生（英語担当）、福島さ
ん、河村くん、小村順子先生（国語担当）

小
学
校
記
録
会
結
果



平成１７年１１月号　（４）

�　職員手当の状況　（平成１７年度の支給割合）

国の制度との異同
喜　　界　　町

区　　　分 一　　　般　　　職

計勤勉手当期末手当計勤勉手当期末手当

同

２．１月分０．７月分１．４月分６月期

期末手当
勤勉手当

２．３月分０．７月分１．６月分１２月期

４．４月分１．４月分３．０月分計

同※　職種の級による加算措置あり

国の制度との異同
喜　　　界　　　町

退職手当
Ｈ１６/１０改正

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

同

３２．７６月分２１．０月分勤続２０年

４２．１２月分３３．７５月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

同定年前早期退職（２～２０％加算）その他の加算措置

同な　　　し退職時特別昇給

�　特別職の報酬等の状況 （平成１７年４月１日現在）

期　末　手　当給　　与区　　　　分

（支給割合）６８４，９００円町　　長

給　料
６月期　１．６月分５４０，０００円助　　役
１２月期　１．７月分５１０，３００円収入役
　計　　３．３月分５１０，３００円教育長

３０４，０００円議　長

報　酬
※　加算措置あり２５１，０００円副議長

２３６，０００円常任委員長

２２８，０００円議　員

※　四役の給料は、特例措置（△１０％）後の金額

定員管理調査資料�　部門別職員数の状況 （各年４月１日現在、単位：人）

増　減
平成１７年
の職員数

平成１６年
の職員数

　　　　区分
部門　　　　

増　減
平成１７年
の職員数

平成１６年
の職員数

　　　　区分
部門　　　　

０１７１７学校関係特
別
行
政
部
門

△１２３議　　会

一
般
行
政
部
門

△１１８１９学校以外２３１２９総　　務

△１３５３６小　 計０７７税　　務

０１４１４病院（診療所）

公
営
企
業
等

△１１９２０民　　生

０６６上水道０１７１７衛　　生

０４４国　保△１２３２４農林水産

△１５６介　護０００商　　工

△１３２３３介護（特養）０１０１０土　　木

△２６１６３小　計－１１０９１１０小　　計

△４２０５２０９総　計・教育長を除く



（５）　平成１７年１１月号

喜界町職員の給与等の状況
　喜界町職員の給与等について、その状況を公表します。

決算統計資料�　人件費の状況 （一般会計決算）

人件費率 （ＢＡ）人件費　（Ｂ）歳出計　（Ａ）住民基本台帳人口区　　分

２２．３%１，２７０，２８３千円５，６９４，３０３千円（Ｈ１７．３．３１）８，７６１人１６年度

（注）　人件費には、職員に支給される給料・手当および地方公務員組合負担金のほか、特別職および議員、その他非常勤特別職に支給さ

れる給料・報酬を含みます。

決算統計資料�　職員給与の状況（一般会計決算）

一人当たりの給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費
職員数
（Ａ）

区　分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

５，９４３千円８５５，８２２千円２３０，５８５千円６０，３３１千円５６４，９０６千円１４４人１６年度

・参考： Ｈ１６年度全職員数　２０９人

給与実態調査資料�　職員の平均給料月額・平均年齢の状況　（平成１７年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

５２．２２９６，２００円４５．４３３６，７００円喜　界　町

－－－－国

給与実態調査資料�　職員の初任給の状況　（平成１７年４月１日現在）

国喜　界　町
区　　　　分

決定初任給決定初任給

１７０，７００円１７０，７００円大学卒
一般行政職

１３８，８００円１３８，８００円高校卒

給与実態調査資料	　職員の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況 （平成１７年４月１日現在）

２０～２５年１５～２０年１０～１５年７～１０年５ ～ ７年経験年数

３４７，３００円３１８，３００円２５６，６００円２２６，２００円２０５，７００円大学卒
一　般

３２８，５００円２７９，９００円２４３，５００円１８４，４００高校卒行政職



平成１７年１１月号　（６）
　

男
子
第
四
十
六
回
・
女
子
第
二

十
回
奄
美
大
島
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
が
十
月
十
四
日
、
笠
利
町
太

陽
が
丘
総
合
運
動
公
園
を
発
着
点

に
行
わ
れ
、
第
一
中
学
校
（
金
久

義
人
校
長
・
生
徒
数
二
百
一
人
）

が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
、
そ
ろ
っ
て
県
大
会
出
場
を
決

め
た
。
男
子
（
吉
松
孝
展
監
督
）

は
二
年
連
続
七
回
目
、
女
子
（
鷲

見
博
生
監
督
）
は
十
二
年
ぶ
り
二

度
目
の
優
勝
。
男
女
三
位
ま
で
の

六
チ
ー
ム
は
県
大
会
に
出
場
す

る
。
男
子
は
五
年
連
続

の
出
場
と
な
る
。

◇
女
子

　

女
子
は
五
区
間
十
二

�
�
に
十
五
校
二
十

チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
っ

た
。
午
前
九
時
、
残
暑

の
厳
し
さ
が
残
る
中
、

競
技
場
を
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。
一
区
は
一
年

生
な
が
ら
大
役
を
任
さ

れ
た
美
代
奈
津
実
。
序

盤
か
ら
先
頭
に
必
死
に

食
ら
い
つ
き
、
自
己
ベ

ス
ト
の
区
間
六
位
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
。
二

区
・
上
栫
美
寿
紀
は
区

間
新
記
録
の
快
走
で

チ
ー
ム
を
二
位
に
押
し

上
げ
る
と
、
三
区
・
竹

下
桃
子
も
区
間
一
位
で

走
り
抜
け
、
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

た
。
四
区
・
山
元
由
紀
子
も
区
間

二
位
。
二
年
生
ト
リ
オ
が
中
盤
で

流
れ
を
引
き
寄
せ
た
。

　

ア
ン
カ
ー
は
た
だ
一
人
の
三
年

生
、
藤
崎
由
実
。「
優
勝
」
の
重
圧

を
背
負
い
タ
ス
キ
を
受
け
継
い

だ
。
背
後
で
は
亀
津
Ａ
が
猛
追
。

五
位
か
ら
二
位
に
順
位
を
上
げ
、

一
分
七
秒
差
を
五
十
秒
近
く
縮
め

て
き
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の

三
十
人
の
保
護
者
ら
の
大
声
援
に

後
押
し
さ
れ
、
藤
崎
は
猛
追
す
る

亀
津
Ａ
を
十
九
秒
差
で
振
り
切

り
、
四
十
六
分
二
十
秒
の
タ
イ
ム

で
悲
願
の
優
勝
ゴ
ー
ル
に
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
で
飛
び
込
ん
だ
。
両
監
督

と
抱
き
合
う
藤
崎
。
優
勝
の
喜
び

に
沸
く
選
手
、
保
護
者
。
目
に
は

涙
が
浮
か
ん
で
い
た
。

　

五
分
後
、
Ｂ
チ
ー
ム
も
十
五
位

で
ゴ
ー
ル
。
Ａ
チ
ー
ム
の
優
勝
を

確
認
し
、
互
い
に
抱
き
合
い
、
涙

で
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

◇
男
子　

　

男
子
は
六
区
間
二
十
�
�
に
十

九
校
二
十
一
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
午
前
十
時
半
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
沿
道
で
は「
女
子
に
続
け
」

と
声
援
が
飛
ぶ
。
一
区
は
吉
見
国

則
。「
絶
対
に
ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ

を
渡
す
」
の
宣
言
ど
お
り
、
区
間

一
位
で
二
区
の
安
岡
泰
平
に
つ
な

ぐ
と
、
安
岡
は
二
年
連
続
で
区
間

新
記
録
（
二
位
）
を
た
た
き
出
す

快
走
。
三
区
・
恵
翔
太
も
区
間
新

記
録
（
二
位
）
と
、
三
年
生
が
安

定
し
た
力
を
発
揮
、
レ
ー
ス
を
組

み
立
て
た
。
四
区
・
安
岡
祥
平
、

五
区
・
賀
光
哉
の
一
年
生
コ
ン
ビ

も
こ
の
流
れ
に
乗
り
、
共
に
区
間

一
位
の
快
走
、
さ
ら
に
二
位
以
下

を
突
き
放
し
た
。

　

最
終
区
は
富
田
和
範
。「
最
後

は
俺
が
決
め
る
」
と
書
い
た
気
合

い
の
ハ
チ
マ
キ
を
締
め
、
区
間
二

位
の
走
り
。
結
局
、
一
区
か
ら
一

度
も
首
位
を
譲
る
こ
と
な
く
、
二

位
に
一
分
三
十
六
秒
の
大
差
を
つ

け
二
年
連
続
の
優
勝
。
そ
し
て
、

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の
最
高
目
標

を
成
し
遂
げ
た
。

　

Ｂ
チ
ー
ム
も
一
時
、
六
位
ま
で

順
位
を
上
げ
る
健
闘
を
見
せ
、
九

位
で
ゴ
ー
ル
。
男
子
は
互
い
に
健

闘
を
た
た
え
合
い
、
最
高
の
笑
顔

を
見
せ
た
。

◇
◇

　

吉
松
監
督
は
「
女
子
五
位
、
男

子
三
位
以
内
を
目
標
に
し
て
い
た

が
、
最
高
の
結
果
。
女
子
の
優
勝

で
、
男
子
も
勢
い
が
つ
い
た
。
夏

休
み
明
け
か
ら
、
厳
し
い
練
習
に

耐
え
、
頑
張
っ
て
き
た
成
果
。
本

当
に
成
長
し
た
。
選
手
の
健
闘
を

た
た
え
た
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

男
子
は
普
段
、
野
球
部
と
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
す
る
。
前
日
の
開

会
式
で
主
将
と
し
て
堂
々
と
選
手

宣
誓
を
務
め
、
大
会
会
長
や
他
校

の
先
生
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を

も
ら
っ
た
安
岡
泰
平
く
ん
は
「
男

女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
と
い
う
最
高
目

標
を
達
成
で
き
て
う
れ
し
い
。
お

世
話
に
な
っ
た
全
て
の
人
に
お
礼

を
言
い
た
い
」。

　

女
子
は
バ
レ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
に
吹
奏
楽
部
ま
で
。
久
保
美

貴
主
将
は
「
三
位
以
内
、
県
体
出

場
と
い
う
目
標
を
、
優
勝
と
い
う

か
た
ち
で
達
成
で
き
て
本
当
に
う

れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

◇
◇

　　

夏
休
み
明
け
か
ら
本
格
的
な
練

習
を
始
め
、
二
カ
月
間
み
っ
ち
り

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
。
ま

た
、
目
標
設
定
用
紙
を
利
用
し
、

達
成
目
標
や
経
過
目
標
、
期
日
目

標
を
設
定
、
成
功
・
失
敗
の
分
析

を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
た
。
自
分
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で
精
神
面
で
の

強
化
も
図
ら
れ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
援
も
あ
っ
た
。

全
校
生
徒
の
壮
行
会
、
歌
や
お
守

り
、
Ｏ
Ｂ
の
練
習
協
力
。
Ｏ
Ｂ
の

保
護
者
や
前
・
積
山
泰
夫
校
長
も

応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
そ
し
て
空

港
で
の
祝
勝
会
。
吉
松
、
鷲
見
、

平
田
健
、
三
人
の
顧
問
は
「
学

校
、
地
域
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
優

勝
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
そ
し
て

「
こ
の
感
動
を
思
い
出
に
す
る
の

で
は
な
く
、
自
信
に
し
て
ほ
し

い
」、「
駅
伝
を
通
し
て
自
立
し
た

人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。
大
切

な
の
は
心
」
と
語
る
。

　

十
一
月
九
日
の
県
大
会
で
は
男

子　

位
、
女
子　

位
と
力
は
出
し

３１

２２

切
れ
な
か
っ
た
が
、
二
年
生
以
下

が
貴
重
な
体
験
を
積
ん
だ
。
来
年

に
期
待
し
た
い
。

一中がアベック優勝
～奄美大島中学校駅伝競走大会～

▲優勝の喜びに沸
く一中男女駅伝
チーム



（７）　平成１７年１１月号

地
域
の
伝
統
芸
能
楽
し
む

　
　
　

第
８
回
喜
界
町
地
域
文
化
祭

　

第
八
回
地
域
文
化
祭
（
喜
界
町

文
化
協
会
主
催
＝
外
内
千
里
会

長
）
が
十
月
二
十
三
日
、
荒
木
小

学
校
体
育
館
で
あ
り
、
多
く
の
町

民
が
島
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
や
島

唄
、
八
月
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

地
域
文
化
祭
は
地
域
の
伝
統
文

化
を
掘
り
起
こ
し
、
交
流
を
図
ろ

う
と
毎
年
、
校
区
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
志
戸
桶
集
落
か

ら
始
ま
り
、
来
年
の
湾
校
区
で
島

内
を
一
周
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
荒
木
民
俗

芸
能
保
存
会
の
小
中
学
生
十
二
人

が
昔
な
が
ら
の
農
作
業
風
景
を
仕

事
唄
「
イ
ト
ゥ
ー
」
に
乗
せ
て
披

露
し
た
。
続
い
て
外
内
会
長
が

「
荒
木
校
区
は
子
ど
も
の
育
成
に

情
熱
的
。
荒
木
の
子
ど
も
た
ち
は

自
分
た
ち
で
八
月
踊
り
を
踊
り
、

唄
え
る
。
見
習
う
べ
き
こ
と
。
各

集
落
で
広
げ
て
ほ
し
い
」、
晴
永

清
道
教
育
長
が
「
郡
内
で
も
地
域

を
回
り
、
文
化
祭
を
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
」と
あ
い
さ
つ
。
早
速
、

各
団
体
が
集
落
の
伝
統
芸
能
や
エ

イ
サ
ー
、
合
奏
、
詩
吟
、
日
舞
な

ど
を
披
露
し
た
。

　

荒
木
民
俗
芸
能
保
存
会
の
中
学

生
が
荒
木
棒
踊
り
を
披
露
す
る

と
、
勇
壮
な
舞
い
に
観
客
は
盛
ん

に
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。
最
後
は

荒
木
集
落
の
八
月
踊
り
「
お
ん
だ

ね
ま
け
ま
け
」
を
輪
に
な
っ
て
踊

り
、
文
化
祭
は
幕
を
閉
じ
た
。
会

場
で
は
押
し
絵
や
書
道
の
展
示
の

ほ
か
煎
茶
も
振
る
舞
わ
れ
、
大
い

に
に
ぎ
わ
っ
た
。

接
戦
制
し
上
嘉
鉄
校
区
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

第　

回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

３０

　

第
三
十
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
十
月
十
九
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
あ
り
、
上
嘉
鉄
校
区
が
湾
校

区
Ａ
を
逆
転
で
下
し
、
優
勝
し
た
。

　

競
技
は
全
て
団
体
戦
の
九
種
目

で
、
タ
イ
ム
や
本
数
、
打
数
を

競
っ
た
。
午
前
中
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

や
玉
入
れ
な
ど
五
種
目
が
行
わ

れ
、
湾
校
区
Ａ
二
十
二
点
、
上
嘉

鉄
、
坂
嶺
校
区
二
十
一
点
、
阿
伝

校
区
二
十
点
と
大
接
戦
と
な
っ
た
。

　

午
後
に
入
っ
て
湾
校
区
Ａ
が

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
輪
投
げ
で
八
点

を
追
加
し
、
上
嘉
鉄
、
坂
嶺
校
区

に
三
点
差
を
つ
け
る
。
し
か
し
、

上
嘉
鉄
は
ゆ
っ
く
り
急
げ
で
二
点

差
と
す
る
と
、
最
終
種
目
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
五
点
を
追
加
し
、

合
計
三
十
七
点
で
湾
校
区
に
追
い

つ
い
た
。
同
点
の
場
合
は
、
一
位

の
数
の
多
い
方
が
優
勝
と

い
う
規
定
に
基
づ
き
、
上

嘉
鉄
校
区
が
逆
転
で
優
勝

を
も
ぎ
と
っ
た
。
三
位
は

三
十
三
点
で
坂
嶺
校
区
。

以
下
次
の
と
お
り
。
④
荒

木　

⑤
阿
伝　

⑥
早
町　

３１

３０

２３

⑦
小
野
津　

⑧
滝
川　

⑨

２１

２０

志
戸
桶　

⑩
湾
Ｂ　

２０

１８

人
）
の
会
長
も
務
め
る
。

　

社
協
の
職
員
は
非
常
勤
も

含
め
三
十
一
人
。
居
宅
介

護
、
訪
問
入
浴
な
ど
の
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
共
同

募
金
運
動
へ
の
協
力
な
ど
、

地
域
の
福
祉
増
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
心
が
社
協
。
高
齢
者
や
障

害
者
が
心
身
共
に
自
立
し
た
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
職
員
は
毎

日
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
、
福
祉

の
最
前
線
で
働
く
職
員
を
ね
ぎ
ら

う
。

　

団
塊
の
世
代
が
高
齢
者
に
な
る

こ
ろ
に
は
、
高
齢
者
人
口
は
四
人

に
一
人
と
な
る
。
今
後
の
課
題
を

「
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
」
と

即
答
。
介
護
保
険
改
正
を
見
据

え
、「
豊
か
な
老
後
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
運
動
や
食
生
活
の
支

援
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
い
か
に
提

供
す
る
か
が
課
題
。
元
気
で
長
生

き
が
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
」
と
語

り
、
介
護
予
防
の
重
要
性
を
説

く
。

　
「
社
協
」の
略
称
で
知
ら
れ
る

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
の

向
上
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
七
月
、
社
協
の
会

長
に
西
俣
理
介
さ
ん
が
就
任
し

た
。

　

会
長
就
任
の
要
請
に
何
度
も

固
辞
し
た
が
、「
再
三
の
要
請

に
根
負
け
し
た
。
社
協
の
仕
事

は
多
岐
に
お
よ
び
、
ま
だ
勉
強

中
」
と
し
な
が
ら
も
、「
民
生
委

員
や
児
童
委
員
、
地
域
の
人
々

と
連
携
し
て
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

平
成
六
年
、
坂
嶺
小
学
校
校

長
を
最
後
に
三
十
五
年
の
教
員

生
活
を
終
え
、
以
後
、
町
老
人

ク
ラ
ブ
の
事
務
局
、
現
在
は
保

護
司
や
赤
連
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
新
栄
ク
ラ
ブ
（
会
員
五
十
九

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
　
　
　

西
俣　

理
介　
　
 　
　さ
ん　
（７２）
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平成１７年１１月号　（８）
　

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
（
倒
産
な
ど
勤
務
先

の
事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

方
、
家
業
の
不
振
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
方
、
病
気
や
け
が
な
ど

に
よ
り
支
出
が
増
加
し
た
方
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
返
済
月
額
を

軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は

住
宅
金
融
公
庫
に
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

�
０
９
６
（
３
８
７
）
２
０
０
０

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

で
は
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通
事

故
で
お
困
り
の
方
々
の
自
賠
責
保

険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に

つ
い
て
、
一
切
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
次
の
相

談
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

鹿
児
島
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン

タ
ー

�
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６
６

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

９
時
〜　

時
・　

時
〜　

時

１２

１３

１７

（
祝
日
を
除
く
）

弁
護
士
相
談
日

　

毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
　

時
〜　

時

１３

１６

（
予
約
制
・
要
面
談
・
無
料
）

※
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

※
損
害
保
険
一
般
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動

車
に
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す
。
特

に
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
Ｃ
Ｃ

以
下
の
バ
イ
ク
（
原
付
・
軽
二
輪

自
動
車
）
は
、
期
限
切
れ
、
か
け

忘
れ
に
ご
注
意
を
！

　
　

月
１
〜　

日
は
指
名
手
配
被

１１

３０

疑
者
捜
査
強
化
月
間

１　

オ
ウ
ム
事
件
指
名
手
配
犯
人

の
逮
捕
に
ご
協
力
を

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
や
假
屋
さ

ん
拉
致
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
オ

ウ
ム
真
理
教
の
平
田
信
、
高
橋
克

也
、
菊
地
直
子
等
を
指
名
手
配
し

て
捜
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
喜
界
幹

部
派
出
所
（
�　

－

４
３
０
９
）

６５

や
最
寄
り
の
駐
在
所
ま
で
、
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

２　
「
事
件
か
な
」と
思
っ
た
ら
迷

わ
ず
１
１
０
番
を

　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
り
、

怪
し
い
人
物
を
見
か
け
た
ら
、
深

夜
、
早
朝
を
問
わ
ず
１
１
０
番
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

３　

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
解
決
し
た

事
件
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た

め
ら
わ
ず
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

　

警
察
官
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５　

被
害
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
「
面
倒
だ
」「
仕
返
し
が
怖
い
」

等
の
理
由
で
届
け
出
を
出
さ
な
い

と
、
結
果
的
に
は
犯
人
を
か
ば
っ

て
助
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
二
、
第
三
の
犯
行
を
防
い
で

被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
被
害
に
あ
っ
た
ら
警
察
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

融
資
勧
誘
の
は
が
き
や
メ
ー
ル

な
ど
を
送
り
つ
け
、
電
話
な
ど
で

申
し
込
む
お
客
さ
ん
に
、
事
前
に

保
証
金
が
必
要
で
す
な
ど
と
騙
し

て
、
指
定
口
座
に
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
手
口
で
す
。
融
資
を
前
提

に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と

は
、
正
規
の
貸
金
業
者
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
現
金
は
振

り
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
警
察
の
相
談
先

相
談
電
話　

＃
９
１
１
０
（
�
０

９
９
（
２
５
４
）
９
１
１
０
）

お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で　

お
困
り
の
方
へ

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

交
通
事
故
に
あ
っ
て
、困
っ
た

時
、困
っ
た
ひ
と
の
ご
相
談

　礁地やリーフ外の水深１０ｍまでの岩礁にすむ。殻

は楕円形で大きさは大人の親指の先ほど。背面には

白色、褐色の点が多数あり、光沢がある。両端はや

や紫色がかり、腹面はキャラメル色で、ヒダ状の長

い殻口がある。

　←→２ｃｍ　採取地＝池地浜

カ
モ
ン
ダ
カ
ラ
ガ
イ

「
税
」
は
皆
さ
ん
の
生
活

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
納
付
し
た
税
は
、

医
療
・
福
祉
、
教
育
、
産
業
、

社
会
基
盤
整
備
等
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
内
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課　

海
の
贈
り
物

〜
あ
な
た
は
街
の
刑
事
さ
ん
〜

　

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」

　
　
　
　
　
　
　

に
ご
注
意



（９）　平成１７年１１月号
　

こ
れ
ま
で
浄
化
槽
検
査
は
年
１

回
で
、
昨
年
ま
で
は　

人
槽
以
上

１１

の
浄
化
槽
が
検
査
対
象
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
設

置
し
て
あ
る
全
て
の
浄
化
槽
が
検

査
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
基
数
が
多
い
た
め
、
特
に

問
題
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
面
の
間
５
年
に
１
回
と
い
う
こ

と
で
、
古
い
分
か
ら
検
査
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

検
査
の
趣
旨
は
、
浄
化
槽
の
適

正
な
維
持
管
理
に
よ
る
環
境
保
全

が
目
的
。
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環

境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
事
前

に
は
が
き
で
通
知
し
た
検
査
日
に

お
伺
い
し
、
現
場

検
査
と
浄
化
槽
の

放
流
水
を
採
取

し
、
持
ち
帰
っ
て

水
質
検
査
を
行
い

ま
す
。（
地
元
の

保
守
点
検
業
者
の

点
検
と
は
異
な
り

法
律
で
定
め
ら
れ

た
検
査
で

す
、
注
意

し
て
く
だ

さ
い
）

　

つ
き
ま

し
て
は
、

検
査
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

検
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
検
査
手
数
料
は
表
の
と

お
り
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

�
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

�
０
９
９
（
２
２
３
）
３
１
８
５

名
瀬
駐
在
（
名
瀬
保
健
所
内
）

�
０
９
９
７
（
５
２
）
５
４
１
５

喜
界
町
役
場
水
環
境
課

�
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１

　
　

月
４
〜　

日
は「
人
権
週
間
」

１２

１０

で
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
の

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識

を
育
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
お
よ
び
鹿

児
島
県
人
権
擁
護
委
員
委
連
合
会

で
は
、
人
権
週
間
期
間
中
、
県
内

各
地
で
特
設
人
権
相
談
所
の
開

設
、
街
頭
啓
発
、
パ
ネ
ル
展
の
開

催
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
最

寄
り
の
法
務
局
や
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
名
瀬
支
局

�
０
９
９
７
（　

）
０
３
７
６

５２

喜
界
町
の
人
権
擁
護
委
員

松
下
良
平　

�
（　

）
１
２
３
３

６６

瀧　

正
毅　

�
（　

）
２
９
１
０

６５

開　

泰
子　

�
（　

）
２
６
７
２

６５

浄
化
槽
法
定
検
査（
法
第　

条
）

１１

受
検
の
お
願
い

あの日あのころ
昭和４０年代初めの上嘉鉄集落

　　

広
報
き
か
い
７
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
喜
界
は
薬
草
の
宝
庫
」
と

い
う
記
事
に
は
驚
き
ま
し
た
。
薬

草
で
あ
る
と
か
薬
効
と
か
に
は
詳

し
く
な
く
て
も
、
食
べ
ら
れ
る
野

草
な
ら
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
海
岸
の
砂
地
に
自
生

し
て
い
る
ツ
ル
ナ
も
手
軽
に
採
れ

る
野
草
の
一
つ
で

す
。
簡
単
な
料
理

を
紹
介
し
ま
す
。

ツ
ル
ナ
の
卵
と
じ

　
　
　
（
４
人
分
）

〈
分
量
〉
ツ
ル
ナ

の
柔
ら
か
い
葉
２

０
０
ｇ
・
ち
り
め

ん
じ
ゃ
こ　

ｇ
・
卵
３
個
・
塩
２

３０

つ
ま
み

〈
作
り
方
〉
①
ツ
ル
ナ
は
ゆ
で
て

水
に
さ
ら
し
、
ザ
ル
に
あ
げ
て
水

気
を
絞
り
、
粗
く
刻
む
。
②
フ
ラ

イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
を
炒
め
た
ら
�
の
ツ
ル
ナ

を
加
え
て
さ
ら
に
炒
め
る
。
�
卵

に
分
量
の
塩
を
入
れ
て
溶
き
、
�

に
流
し
入
れ
て
卵
と
じ
に
す
る
。

（
調
理
：
食
生
活
改
善
推
進
員
※

分
量
は
参
考
ま
で
の
値
で
す
。
ご

家
庭
の
味
に
加
減
し
て
お
楽
し
み

下
さ
い
）

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

検査手数料

４，０００円５～１０人槽単独浄化槽

６，０００円５～１０人槽合併浄化槽

H

¯

@

N
b
L

O

@
 

c

i

第　

回
人
権
週
間

５７



平成１７年１１月号　（１０）
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
外

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
は

・
死
亡
率
の
高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
特
定
の
型
の
ウ
イ
ル
ス
の

も
の
）

・
世
界
的
に
発
生
（
平
成　

年　
１７

１０

月
現
在
、
鶏
肉
・
卵
等
の
輸
入
禁

止
措
置
：　

カ
国
）

２１

・
鳥
か
ら
鳥
へ
直
接
、
ま
た
は
水
、

ふ
ん
等
を
介
し
て
感
染
し
、
鶏
、

七
面
鳥
、
う
ず
ら
等
が
感
染

・
神
経
症
状
、
呼
吸
器
症
状
、
消

化
器
症
状
等
を
呈
す
る

・
突
然
の
死
亡
率
の
上
昇
（
高
い

場
合
に
は
１
０
０
％
に
達
す
る
）

・
臨
床
症
状
：
肉
冠
・
肉
垂
の
チ

ア
ノ
ー
ゼ
（
血
行
不
良
に
よ
り
暗

紫
色
に
な
る
）、
出
血
、
壊
死
（
写

真
１
）、
顔
面
の
浮
腫
（
写
真
２
）、

脚
部
の
皮
下
出
血
（
写
真
３
）、
産

卵
低
下
ま
た
は
停
止
、
神
経
症

状
、
下
痢
等

　

甚
急
死
亡
例
で
は
こ
れ
ら
の
病

変
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

な
お
、
本
年
、
茨
城
県
お
よ
び

埼
玉
県
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
症
状
の
み
ら
れ
な
い
、
弱

毒
タ
イ
プ
の
も
の
で
し
た
。

　

防
疫
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、

下
記
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
皆
さ
ん
の
飼
養
す
る
鶏
等
の
健

康
観
察
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
近
所
で
野
鳥
が

大
量
に
死
ん
だ

り
、
飼
養
す
る
鶏

等
が
連
続
し
て
死

ぬ
な
ど
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
、

直
ち
に
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所

に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

・
鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
鳥
イ
ン
フ
エ
ン
ザ
が
人

に
感
染
し
た
例
は
世
界
的
に
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

　

特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
か

り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金

で
す
か
ら
、
期
限
内
に
確
実
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
資
金
の
準
備
に
当
た
っ
て

は
、
毎
日
ま
た
は
毎
月
の
売
上
げ

の
中
か
ら
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
に
相
当
す
る
分
を
積
み
立

て
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
納
税
資
金

の
備
蓄
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納

の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

大
島
税
務
署
や
税
務
相
談
室
鹿
児

島
分
室
に
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

大
島
税
務
署

（
電
話
０
９
９
７－

５
２－

４
３
２
１
）

税
務
相
談
室
鹿
児
島
分
室

（
電
話
０
９
９－

２
５
５－

８
１
１
８
）

　

今
回
は
、
先
日
あ
る
研
修
会

で
学
ぶ
機
会
の
あ
っ
た
発
達
障

害
に
つ
い
て
ご
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

発
達
障
害
と
は
、
主
に
自

閉
症
、
学
習
障
害
、
注
意
欠

陥
・
多
動
性
障
害
な
ど
の
障

害
で
す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
、
年
齢
不
相

応
に
落
ち
着
き
が
な
い
、
パ

ニ
ッ
ク
・
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ

し
や
す
い
、
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
、
乱
暴
で
あ
る
、
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
子
が
多

く
い
ま
す
。一
見
、
い
わ
ゆ
る

「
ふ
つ
う
」
な
の
で
理
解
さ
れ

に
く
く
、
し
つ
け
が
悪
い
、
甘

や
か
し
す
ぎ
な
ど
と
親
が
責

め
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

多
い
の
で
す
。し
か
し
、
発
達

障
害
は
決
し
て
、
育
て
方
が

悪
い
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
ぜ
ひ

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。原
因

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
脳
の
あ

る
部
分
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
い

る
た
め
に
起
こ
る
障
害
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
私
た
ち
に
は
な
ん
で

も
な
い
ル
ー
ル
や
人
と
の
関
わ
り

方
な
ど
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
り

若
手
だ
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
発
達
障
害
の
あ

る
子
ど
も
と
関
わ
る
に
は
コ
ツ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。「
健
常
に
近

づ
け
る
訓
練
を
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
子
と
う
ま
く
付

き
合
っ
て
い
く
方
法
を
周
り

が
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
の
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、
や
は
り
専
門
家
の
手

助
け
も
必
要
で
す
ね
。ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で

す
。親
の
関
わ
り
方
が
悪
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

　

最
後
に
本
か
ら
引
用
し
ま

す
。「
す
べ
て
の
子
ど
も
は
将

来
で
は
な
く
、
今
を
楽
し
い

と
感
じ
る
権
利
を
持
っ
て
い

ま
す
。昨
日
が
楽
し
く
て
、

今
日
も
楽
し
く
て
、
明
日
も

楽
し
い
日
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

し
て
、
そ
れ
が
続
い
て
い
く
な

ら
ば
未
来
も
幸
せ
な
日
々
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」

　

も
っ
と
も
っ
と
わ
か
り
た
い
で

す
ね
。特
別
な
や
り
方
が
必
要

な
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
。

発達障害には専門家の助けを

鶏
等
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
々
へ

１

２

３

消
費
税
納
税
資
金
の
備
蓄
を
！



（１１）　平成１７年１１月号

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件

や
事
故
が
多
発
す
る
中
、
早
町
小

学
校
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
の
研
究
協
力

校
と
し
て
、「
学
校
安
全
」
に
関
す

る
研
究
実
践
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

早
町
小
学
校
は
、
十
月
十
九

日
、
県
教
育
委
員
会
、
大
島
教
育

事
務
局
、
島
内
外
の
教
職
員
、
早

町
小
学
校
の
保
護
者
、
派
出
所
の

方
な
ど
百
人
近
く
の
参
加
者
を
迎

え
、
研
究
の
成
果
を
公
開
し
ま
し

た
。

  
当
日
は
、
誘
惑
に
負
け
ず
に
よ

り
よ
い
行
動
の
選
択
を
目
指
す
道

徳
の
授
業
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

安
全
生
活
の
実
践
を
目
指
す
学
級

活
動
の
授
業
が
公
開
さ
れ
た
後
、

研
究
テ
ー
マ
「
自
他
の
生
命
の
尊

さ
を
自
覚
し
、
自
ら
考
え
判
断

し
、
安
全
な
生
活
を
実
践
し
よ
う

と
す
る
子
ど
も
の
育
成
」
の
研
究

発
表
、
研
究
協
議
、
県
教
育
委
員

　

子
ど
も
会
四
大
行
事
の
一
つ

「
夜
間
歩
こ
う
会
」
が
十
月
二
十

二
日
�
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
会
員

の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
、
心
身
の
鍛

錬
」
を
目
的
に
、
今
年
で
十
八
回

を
迎
え
ま
し
た
。

　

目
的
地
は
小
学
校
別
に
中
西
公

園
コ
ー
ス
（
湾
小
・
上
嘉
鉄
小
・

荒
木
小
・
滝
川
小
・
阿
伝
小
）
と

百
之
台
公
園
コ
ー
ス
（
坂
嶺
小
・

早
町
小
・
志
戸
桶
小
・
小
野
津
小
）

の
二
コ
ー
ス
。
現
地
に
午
後
七
時

に
集
合
で
、
出
発
し
た
時
に
は
、

ま
だ
明
る
か
っ
た
辺
り
も
到
着
す

る
頃
に
は
真
っ
暗
な
夜
道
。
そ
れ

で
も
星
空
の
下
、
親
子
や
友
達
同

士
で
い
ろ
い
ろ
話
が
弾
み
、
よ
い

思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

会
に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

  
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は
、

・
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
学
ん

で
い
た
。
安
全
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
る
姿
が

印
象
的
で
あ
っ
た

・
学
校
の
取
り
組
み
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
が

素
晴
ら
し
い
。
自
分
の

学
校
で
も
ぜ
ひ
参
考
に

し
た
い

等
、
多
く
の
賞
賛
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
研
究
の

成
果
を
子
ど
も
の
姿
で
表
す
教
育

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

研
究
公
開
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
関
す
る
素
晴
ら
し
い
力
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

▲

県
教
育
委
員
会
や
大
島
教
育

事
務
局
の
先
生
方
も
熱
心
に
参
観

▲演技を通して自分の意見をしっかりと
発表する児童

満
ち
た
文
化
と
産
業
の
町
づ
く
り

〜
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
分

科
会
と
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
を
行
い
ま
す
。

　

分
科
会
は
、

○
第
一
分
科
会　
「
自
立
を
育
む

青
少
年
教
育
部
会
」

○
第
二
分
科
会　
「
潤
い
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
部
会
」

○
第
三
分
科
会　
「
生
き
生
き
健

や
か
健
康
部
会
」

○
第
四
分
科
会　
「
豊
か
な
心
を

育
む
文
化
活
動
部
会
」

○
第
五
分
科
会　
「
美
し
い
ふ
る

さ
と
環
境
部
会
」

○
第
六
分
科
会　
「
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
産
業
部
会
」

　

講
演
会
は
、
桂
小
金
治
氏
を
講

師
に
招
き
、「
人
の
心
に
花
一
輪
」

と
題
し
て
行
い
ま
す
。「
明
る
く

楽
し
く
元
気
な
笑
顔
の
人
の
と
こ

ろ
に
は
笑
顔
の
人
が
集
ま
る
。
昔

の
人
は
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
わ
れ

わ
れ
に
残
し
て
く
れ
た
。
幼
児
期

の
親
父
の
言
葉
が
僕
の
人
生
を
支

え
た
。
努
力
の
上
に
辛
抱
と
い
う

棒
を
立
て
ろ
」
等
な
ど
の
話
を
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
多

く
の
町
民
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

第
十
三
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
喜
界
町
体
育
館
を
主
会

場
に
、
来
る
十
二
月
十
一
日
�
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
自
ら
学
び
心
豊
か
で
活
気
に

満
ち
た
『
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
』
を
め
ざ
し
て
〜
活
気
に 講師の桂小金治氏

分
科
会
や
講
演
会　
　

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

＝
第　

回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
＝

１３

早
町
小
で
「
学
校
安
全
」
研
究
公
開

「生命の大切さ」　

学んだ成果を披露

星
空
の
下
、
元
気
に
完
歩
／

星
空
の
下
、
元
気
よ
く
完
歩

第　

回
夜
間

１８

　
　

歩
こ
う
会
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よ
う
や
く
に
九
月
と
な
り
て
秋
ほ

の
か
日
差
し
も
風
も
薄
き
膜
も
つ

向
井　

ト
キ

こ
の
九
月
台
風
選
挙
結
婚
式
と
重

な
り
し
月 
亡  
夫 
逝
き
し
月

つ 

ま

有
村　

道
子

蝉
鳴
き
て
九
月
の
風
に
流
れ
お
り

今
年
も
か
く
て
晩
秋
に
入
る

竹
田
ヨ
シ
子

老
い
ぬ
れ
ば
過
ぎ
ゆ
く
日
々
の
早

く
し
て
桔
梗
の
花
咲
く
九
月
と
な

り
ぬ　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

南
島
の
ふ
る
さ
と
の
庭
に
蝉
時
雨

聞
き
つ
つ
過
ぎ
し
日
々
遠
く
去
る

屋
良
ミ
ノ
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
時
多
発
テ
ロ
忘

れ
ま
じ
九
月
十
一
日
今
日
総
選
挙

美
代　

イ
シ

か
く
あ
り
つ
つ
老
い
に
向
ふ
か
秋

の
陽
に
心
ひ
ら
い
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
行
く　
　
　
　

郡　
　

市
子

台
風
に
倒
れ
て
も
な
お
首
も
た
げ

秋
陽
を
浴
び
て 
甘  
蔗 
は
青
葉
に

き 

び

弥
島　

幸
子

 
七
十
路 
の
吾
が
来
し
方
を
照
ら
す

な

な

そ

じ

ご
と
十
三
夜
の
月
ま
澄
み
て
浮
か

ぶ　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

九
月
半
ば
降
り
継
ぐ 
夜  
半 
の
雨
音

よ 

わ

に 
今  
際 
に
会
え
ざ
る
母
思
い
お
り

い
ま 
わ

嶺
倉　

祝
子

蒼
天
を
自
在
に
駆
け
る
行
き
合
い

の
雲
そ
れ
ぞ
れ
に
九
月
す
ぎ
つ
つ

武
田　

幸
子

　

氏　

名　
 
保
護
者 　

住　

所

諸
留　
 
愛  
士 　

幸
夫　
　
　

湾　

ま
な 
と

富
田
か
え
で　

英
己　
　

小
野
津

樋
口　
 
明  
香 　

康
夫　
　

赤　

連

め
い 
か

荒　

木　
　

久
保　
　

繁　
　

才
７４

上
嘉
鉄　
　

祐
名　

千
代　
　

才
８６

中　

里　
　

惠
畑　
　

直　
　

才
８８

塩　

道　
　

米
田　

国
博　
　

才
３４

阿　

伝　
　
 

川　
　

毅　
　

才
８５

志
戸
桶　
　

吉
岡　

キ
ヨ　
　

才
１００

中　

里　
　

野
間　

哲
也　
　

才
３４

川　

嶺　
　

星
野
サ
エ
子　
　

才
７１

　

湾　
　
　

繁
多　

昭
男　
　

才
７４

中　

熊　
　

永　
　

モ
ン　
　

才
９９

■
香
典
返
し

手
久
津
久　

清
水　

清
貞

中　

里　
　

惠
畑　

喜
子

上
嘉
鉄　
　

徹　
　

カ
メ

志
戸
桶　
　

吉
岡
眞
太
郎

川　

嶺　
　

星
野　

明
二

父＝博生　母＝千春　＜湾＞

　喜界島に来て約８カ月。喜界島の
言葉をすぐに話し始め、たくさんの
 蝶 や虫に感動し、日に日に捕まえる
ちょう

のが上手になっている長男。その後
をついて歩く二男はさらにやんちゃ
でいつも 裸足 。父ちゃんと黒糖焼酎

はだし

で乾杯できる日を夢見て、兄弟仲
良くこの地で心身共にたくましく育っ
てくれることを願っています。（母）

 鷲  見 　 優  志  郎 くん
わし み ゆう し ろう

（４歳９カ月）
　　　 駿  太  郎 くん

しゅん た ろう

（２歳８カ月）

　

月
届
出

１０

社
協
だ
よ
り

　

す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
人
権
問
題
に
つ
い
て

正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
互

い
の
個
性
を
尊
重
し
相
手
を
思

い
や
る
心
で
、
心
豊
か
な
人
間

関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

国
際
連
合
（
国
連
）
は
、「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

一
九
四
八
年（
昭
和
二
十
三
年
）

十
二
月
十
日
を
記
念
日
と
し
て

「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
十
二
月
四
日
か

ら
十
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
喜
界
島
に
す
る
た

め
に
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間
（　

月
４
〜　

日
）
に
向
け
て

１２

１０

（平成１７年１０月３１日現在）

世帯数……３，８１２戸（＋２）

人　口……８，５２４人（△１２）

　男　……３，９７６人（△４）

　女　……４，５４８人（△８）

　　（　　）は前月比　　


